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＜概要＞ 

豊橋技術科学大学機械工学系 吉永司助教、飯田明由教授と国立国語研究所の前川喜久

雄教授からなる研究チームは、関東や東北地方の方言などで観察される「ヒ」と「シ」が

混同して発音される現象に関して、リアルタイム MRI とスーパーコンピュータを用いた

解析により、舌の位置は変えずに舌の左右方向の形状を変化させて発音していることが原

因であることを明らかにしました。本研究成果はアメリカ音響学会誌 Journal of the 
Acoustical Society of America に 4 月 7 日付けで掲載されました。 

 
＜詳細＞ 

日本語の発音では、サ行の「シ」音声記号[ɕi]の子音は、「サ」[sa]や「ス」[sɯ]の子音と

異なっています。「サ」の子音は舌の先端を歯茎に近づけて発音するのに対し、「シ」の子

音は舌の位置を歯茎の辺りから少し後方にずらすことで、「サ」や「ス」と区別していま

す。一方、ハ行の発音の中で「ヒ」[çi]の子音は、「ハ」[ha]や「へ」[he]の子音に比べて舌

の位置が歯茎に近い前寄りになっています。そのため、「シ」と「ヒ」の舌の位置は似てお

り、東京や東北の広い地域において、「東」を「ヒガシ」ではなく「シガシ」と発音したり、

「髭」を「ヒゲ」ではなく「シゲ」と発音することが知られています。また、「７月」を「シ

チガツ」ではなく「ヒチガツ」と発音する人は日本中で見られます。この２つの発音が混

同してしまう問題は広く知られており、その原因は発音するときの舌の位置が似ているた

めだと言われていましたが、具体的にどのように音を区別して発音しているのかは明らか

ではありませんでした。 
そこで研究チームは、発音時の舌が動く様子を観察できるリアルタイム MRI により、

東京方言話者の被験者１０名が「これがヒシがた」と発音する際の「ヒ」と「シ」の舌の

位置を観察しました。その結果３人の被験者において、「ヒ」と「シ」を発音する際の舌の

前後の位置はほとんど同じであることを発見しました。この時、被験者らの舌の位置は同

じであるにもかかわらず、「ヒ」と「シ」の音の違いは聞き分けることができました。 
これらの子音がどのように区別して発音されているかを調べるため、研究チームはさら

に、口の形を模したモデルを構築し、発音時の空気の流れと音の発生をスーパーコンピュ

ータでシミュレーションすることにより、舌の前後の位置が同じでも、舌の左右方向の形

状が異なることによって「ヒ」と「シ」の子音の違いが生まれることを明らかにしました。 
これまで音声学では、子音の分類は主に舌の前後方向の位置の違いにより行われてきま

したが、左右方向の舌の形状が重要となってくることは新たな発見です。一方、舌が前後

方向に同じ位置であっても発音が区別できるということは、方言の一部に見られるような

「ヒ」と「シ」の混同の原因にも成り得ます。 
筆頭著者の吉永司助教は次のようにコメントしています。 
「日本語の「ヒ」や「シ」は何気なく会話に用いている発音ですが、その音の発生をシ

ミュレーションするには、口の中で発生する乱気流の小さな渦を一つ一つ計算して、その

渦から発生する音を予測する必要があります。そのため、研究で構築した口のモデル一つ
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に対して、約１億点の計算格子を設定し、スーパーコンピュータで解析する必要がありま

す。そして、その計算した渦の中で、「ヒ」と「シ」の音の違いを生み出す渦を発見したと

きは、とても興奮しました。」 
 
＜今後の展望＞ 

今回の研究で観察された日本語の「ヒ」と「シ」の混同が知られ、音の違いが生まれる

要因が理解されるようになれば、日本人の滑舌がより良くなるととともに、この知識が、

構音障害など特定の発音が区別できない人に対して行う言語聴覚士の訓練にも応用され

ることが期待できます。また同様の解析を、外国語を発音する日本人話者に応用すること

により、外国言語の発音向上に用いることができます。現在、共著者の国立国語研究所・

前川喜久雄教授は、リアルタイム MRI による調音動画データベースを構築しており、こ

のデータベースを用いたさらなる発音メカニズムの解明が期待されます。  
 
本研究は、文部科学省「富岳」成果創出加速プログラム(hp200123, hp200134)を通じて、

大阪大学が提供するスーパーコンピュータ SX-ACE の計算資源の提供を受けるとともに、

日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 (JP17H02339, JP19H03976, JP19K21641, JP20H01265, 
JP20K14648)、国立国語研究所コーパス開発センターの助成によって実施されたものです。 
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